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第１部

安全データシート（ＳＤＳ）の活用

第２部

クリエイトシンプルを用いたリスクアセスメント



第１部

安全データシート（ＳＤＳ）の活用



第１部 安全データシートの活用

安全データシートの入手

販売元や製造元へ連絡し
安全データシートを取り寄
せましょう。

安全データシートの交付対象
物については、譲渡者・提供
者に通知義務があります。



第１部 安全データシートの活用

お使いの製品が、どのような法令の規制を受けるのか確認します。

例示の物では、労働安全衛生法において、「名称等を表示すべき危険有害物」に
区分されているため、化学物質管理者の選任、リスクアセスメントの実施が必要になります。



第１部 安全データシートの活用

次に、お使いの製品にどの
ような危険があるのかを確
認します。

【危険有害性の見方】
・区分１～４
何らかの危険がある場合
に区分１～４が付けられま
す。数字が若いほど危険性
が高くなります。

・分類できない
データ不足等により、危険
性が定かでないものになり
ます。作業状況等を勘案し
て対策の要否を判断しま
しょう。

・分類対象外、区分外
性状違いや区分に該当し
ないものになります。



第１部 安全データシートの活用

物理化学的危険性

火薬類、自己反応性化学
品、有機過酸化物

可燃性・引火性ガス、可燃
性・引火性エアゾール、引
火性液体・可燃性固体、自
己反応性化学品、自然発火
性液体・固体、自己発熱性
化学品、水反応可燃性化学
品、有機過酸化物

支燃性・酸化性ガス、
酸化性液体、酸化性固
体

高圧ガス

健康及び環境有害性

急性毒性（区分４）、皮
膚腐食性・刺激性（区分
２）、眼に対する重篤な
損傷・眼刺激性（区分２
Ａ）、皮膚感作性、特定
標的臓器・全身毒性（単
回ばく露）（区分３）

急性毒性（区分１～３）

金属腐食性物質、皮膚
腐食性・刺激性（区分
１Ａ～Ｃ）、眼に対す
る重篤な損傷・眼刺激
性（区分１）

呼吸器感作性、生殖細胞
変異原性、発がん性、生
殖毒性、特定標的臓器・
全身毒性（単回ばく露）
（区分１～２）、特定標
的臓器・全身毒性（反復
ばく露）、吸引性呼吸器
有害性

水生環境有害性



第１部 安全データシートの活用

汚染時の対応について確認し、製品を使用する作業者に周知しましょう。



第１部 安全データシートの活用

火災時・漏出時については、普段利用することはありませんが、少なくとも
化学物質管理者の方は把握しておきましょう。



第２部

クリエイトシンプルを用いた
リスクアセスメント



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

リスクアセスメントはいつ行わなければならない？

対象物を新規に
採用・変更したとき

作業方法、手順を
新規に採用・変更

したとき

対象物の危険性・有害
性に変化が生じ、又は
そのおそれがあるとき



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

検索エンジンで 職場のあんぜんサイト と検索します。



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

タブの 「化学物質」 をクリックします



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

「化学物質のリスクアセスメント実施支援」 をクリックします



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

「リスクアセスメント支援ツール」 をクリックします



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

「クリエイトシンプル」 をダウンロードします。



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

クリエイトシンプルを開き、マクロを有効化します



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

上記のエラーが出る場合



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

一旦閉じて、ファイルを右クリックし、プロパティを選択
セキュリティを許可してください。



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

「リスクアセスメントシート」 に入力していきます。



例 次亜塩素酸ナトリウムと水酸化ナトリウムを含む洗浄液の場合

第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

吸入はデフォルトでチェックされています。
作業で皮膚接触の可能性がある場合は、経皮吸収も☑
ＳＤＳの情報から、爆発・火災の危険性がある場合は危険性（爆発・火災）に☑

製品の中に複数の対象物がある場合は、成分数を変更します。
今回は次亜塩素酸ナトリウムと水酸化ナトリウムがある前提なので「２」とします。

ＳＴＥＰ１ 対象製品の基本情報を入力しましょう

「ＳＴＥＰ１」 を入力します。



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

①

② ③

⑤

④

製品に含有する化学物質（リスクアセスメント対象物）を登録します。



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

ＳＴＥＰ２ 取扱い物質に関する情報を入力してください。

製品に含有する化学物質（リスクアセスメント対象物）を登録します。



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

含有率を入力します。

ここでは、水酸化ナトリウムが「粉体」となっているので、液体に変更します（※）。
（※実際には変更する必要はありません）



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

性状の液体にチェックし、取り扱い温度を入力します。



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

性状が液体に変更されました。



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

ＳＴＥＰ３ 以下の作業内容に関する質問に答えましょう。

スプレー、ミスト、粉体塗装、研磨など

ＳＴＥＰ３を入力します



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

準備・片付け中に、ばく露する恐れがある場合はその
時間を含む

作業期間におけるばく露濃度の変動の大きさを選択する。
多くの作業が、ばく露濃度の変動が小さい作業に該当する。
・ばく露濃度の変動が小さい作業
例）製造ラインにおける製品の自動洗浄
例）性能等が確保された局所排気装置が設置されている作
業場における洗浄作業

・ばく露の変動が大きい作業
例）局所排気装置が設置されていない、または局所排気装
置の性能等が確保されていない作業場における化学品の投
入・軽量、手作業による洗浄作業

ＳＴＥＰ３を入力します



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

ＳＴＥＰ４ リスクの判定

リスクを判定し
結果を実施レポートに出力します。



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

事業場で実行可能な低減対策を検討し、実行します。

ここでは、教育・訓練を行うこととし、リスクの再判定



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

再判定後のリスクレベルが出力されます。

リスクレベルが高いもの（Ⅲ・Ⅳ）については、
更なる低減対策を検討し、実行してください。

リスクレベルがⅡ－Ｂとなった場合は、確認測定の実施が推奨されます。
確認測定により実測値が上記の推定ばく露濃度より低ければ、低減対策の
優先度は低くなります。



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

違う製品をリスクアセスメントする場合は、
この数字を変更してください。
この数字は、結果一覧シートの「Ｎｏ」と連動しています。



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

参 考 厚生労働省より 業種・作業別マニュアル が公開されています。

詳細は 「化学物質リスクアセスメントについて」 で検索



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

濃度基準値

リスクアセスメント後の取り扱い(義務）

リスクアセスメント結果

推定ばく露濃度（吸入８時間） ≦ 八時間濃度基準値

推定ばく露濃度（吸入短時間） ≦ 短時間濃度基準値



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

①八時間濃度基準値と短時間濃度基準値が両方定められた物質

リスクアセスメント後の取り扱い（努力義務）

②八時間濃度基準値のみ定められた物質

③短時間濃度基準値が天井値（瞬間的濃度基準）として定められた物質

15分時間加重平均値（推定ばく露濃度（短時間））が八時間濃度基準
値を超えるばく露となる回数が、１日の労働時間中に４回を超えず、
かつ、そのようなばく露の間隔を１時間以上とすること

15分時間加重平均値（推定ばく露濃度（短時間） ）が八時間濃度基
準値の３倍を超えないようにする

いかなる短時間のばく露においても短時間濃度基準値を超えないよう
にする

「短時間推定ばく露濃度」が「八時間濃度基準値」×３を超えないよう管理

短時間推定ばく露濃度が短時間濃度基準値を超えないよう管理



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

①のイメージ（八時間濃度基準値：10 短時間濃度基準値：20）

リスクアセスメント後の取り扱い（努力義務）

八時間濃度基準値

短時間濃度基準値

超える回数
４回以内

１時間以上 １時間以上 １時間以上

常に下回る

推定ばく露濃度
（８時間）

推定ばく露濃度（短時間）



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

①のクリエイトシンプルを活用した具体例
（八時間濃度基準値：０.８ 短時間濃度基準値：１.２）

リスクアセスメント後の取り扱い（努力義務）

作業例１：10時から洗浄作業を１時間行う場合
同作業のクリエイトシンプルの結果：推定ばく露濃度（短時間）：２.０

推定ばく露濃度（８時間）：０.２５

八時間濃度基準値

短時間濃度基準値

推定ばく露濃度（８時間）

推定ばく露濃度（短時間）

短時間濃度基準値を超えているため
作業の見直しが必要（義務）

間隔を１時間未満のため
作業状況の改善が必要
（努力義務）



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

②イメージ（八時間濃度基準値：10 短時間濃度基準値：設定なし）

リスクアセスメント後の取り扱い（努力義務）

八時間濃度基準値

八時間濃度基準値×３

推定ばく露濃度
（８時間）

推定ばく露濃度（短時間）

八時間濃度基準値×３
を超えないよう管理



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

③イメージ（八時間濃度基準値：設定なし 短時間濃度基準値：20）

リスクアセスメント後の取り扱い（努力義務）

短時間濃度基準値
（天井値）

推定ばく露濃度
（８時間）

推定ばく露濃度
（短時間） 常に超えない



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

③イメージ（八時間濃度基準値：設定なし 短時間濃度基準値：20）

リスクアセスメント後の取り扱い（努力義務）

天井値（短時間濃度基準値）

瞬間的ばく露濃度

15分時間加重平均値
（水色の山の平均）

山が赤線を超えないようにする
（努力義務）

青線が赤線を
超えないようにする
（義務）



第２部 クリエイトシンプルを活用したリスクアセスメント

参 考
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